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（総　評）� � 初めての島根県展審査でした。作品を拝見させていただいた第一印象は、多種多様
のジャンルの作品があり、そのレベルの高さにおどろきました。入賞作品はその全て
においてレベルの高さを感じたと同時に、作者が基礎技術を保持し、撮影技術に対し
て努力する方が多いと思い、私自身も楽しく審査が出来ました。特に知事賞になりま
した作品「朝霧を迎えて」は、作品からその情景のすばらしさが伝わり、大変良い作
品に仕上がっています。
他の作品も前に述べました様にレベルが高く審査が難航したことも事実です。これ
からも写真技術を楽しむためにも、誰が見ても感動する作品を作るためにも、努力と
研究を続けてみて下さい。最後になりましたが、今回の審査をさせていただきまして、
良い勉強をさせていただきありがとうございました。� （文責　小林　英一）
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（出雲市）

今回の島根県知事賞受賞作品は、風景写真の中においては不思議な写真と言うべき
部類に属する作品だと思います。
ほの暗い夜の向こう側から、霧に包まれてゆっくりと昇る太陽に狙いを定め、それ
に合わせて計算された全景が何とも言えない穏やかな不思議さがあり、この作品の最
大の持ち味だと感じました。写真撮影における場面設定とねばりが生んだ秀作であり、
正に本県展の中では文句なく最優秀な出来映えであると、審査にお見えになった県外
審査員のご意見もそのようでした。
いずれにしても、写真の秀作を創るということはねばりと努力が双方満たされた時
に出来上がるものだと強く感じました。
この度は、知事賞ご受賞おめでとうございます。� （文責　有澤　一則）
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（松江市）

我が国の社会構造も写真界の状況も戦後経済の発展とともに大きく変わってきました。
写真の持つ歴史も１₈₀年となり、銀塩写真の全盛期から現在のデジタル画像まで、多
くの作品が発表されてきました。
現在のデジタル画像は、一般的に普及率が高く、デジタル独特の写り過ぎがあるた
め、被写体にもよりますが、美しさだけが強調されるようになりました。
この作品についても、明暗部の色採効果と奥行きのある相乗的な表現がよく、何か
トンネルの中の物語を叙情的に撮られていて、好感のもてる作品となりました。

写真 応募点数 198点
入賞点数 7点
入選点数 159点

招待作品 47点
展示点数 213点
○移は移動展出品作品
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このような作品は、かつては多くの作家、特にヨーロッパ系の写真家が発表してき
ましたが、何れにしても本県の作者が、このような構成美を象徴的に捉えて表現でき
る時代考証的な作品に仕上げて見せられた技術の高さに敬意を表します。
お目出とうございました。� （文責　川本　貢功）
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（出雲市）

最近のカメラは、デジタル化が飛躍的に進み、誰でもきれいな写真が写せるように
なりました。「芸術には眼で描く芸術と心で描く芸術と二つある。」と横山大観の画談
（日本画家のことばと作品）にありました。
この作品「田舎夜景」は、撮影場所を中山間地に選んだところが良かったと思いま
す。夜空の星座をデジタルカメラを駆使した撮影。作者の力量と鍛錬が表れた秀作で
す。また、昔懐かしい風景が見る人に素直に伝わります。色調も青を基調に民家の柔
らかい光がこの作品を引き立たせ、素晴らしい作品に仕上がっています。
銀賞の入賞、誠におめでとうございます。今後の作品を期待しています。
� （文責　足立　修吉）

銀　賞　○移	 爽
そ う

朝
ちょう

	 川
かわ

　上
かみ

　政
まさ

　光
みつ

（出雲市）

出雲平野の朝焼けの時に撮られた作品でしょうか。形の整った白い雲、朝焼けの中
で、花をついばむようなマナヅルの姿。出雲平野の朝の物語をかもしだすような間合
いのある画面構成がすばらしいと思います。
作者は、その時の感動をストロボを活用することで一瞬にとらえ、マナヅルをピン
ト良く浮きだたせ、存在感のある作品に仕上げています。
作者の写真に打ちこむ情熱と感性の高さがこの情感あふれる作品を生みだしたと思
います。
従来から渡り鳥の習性として斐川平野には多くの鳥類が飛来しますが、このように
美化された作品はめずらしく、生態までも描写しています。
入賞おめでとうございました。� （文責　佐々木　聡）
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作者はまたとない光景を的確に捉え、素晴らしい １枚に仕上げております。色調、
構図ともに申し分ないまとめ方です。特にシルエットにした船を画面左側に納め、進
行方向を大きく開けたことでバランスが良くなり落ち着いた構成になっております。
写真は一期一会です。これからこの精神を大切にされ、いっそう精進して下さい。こ
のたびはおめでとうございました。� （文責　品川　　功）



22 写　真
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今回の上位 ７点中、唯一のモノクロでかつ組写真であります。
下府（現・浜田市）と広島を結ぶ広浜線（今福線）でしょうか。
計画路線の工事中途で廃止となった「幻の鉄道」が風影の中から鋭く切り取られた
３枚の写真で上手にまとめられており、過去の思い出がよみがえる芸術性の高い作品
となっています。
近年、若者たちの世代ではレトロなブームからモノクロ表現が流行しているようで
もあります。写真の原点はモノクロです。
果たして写真は単に過ぎ去った時間の記録なのだろうかといった疑問を払拭するか
のごとく、新たな写真芸術の展開を予感させる新鮮さがうかがえる力作です。
このような作品が人の心を癒やしてくれる作品といえるでしょう。
おめでとうございます。� （文責　小林　茂雄）
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単調な風景を観察することにより、どこにでも見られる昭和の風景を記録だけでな
く芸術的に撮影し、よい作品に仕上げています。
青い空を変光フィルターを使うことにより一層作品を引き立てたと思います。
昔の風景の一枚としてよみがえった秀作です。
入賞おめでとうございます。� （文責　三加茂幸子）

入　選
題　　　　名 氏　　名 備　　考

美彩 内　田　定　廣（奥出雲町）
屋久島にて 東　條　直　樹（奥出雲町）
朝朱に映える劔岳 渡　部　　　悟（奥出雲町）
たそがれの渚 眞　綿　隆　行（奥出雲町）
押し合い 牛　尾　吉　郎（奥出雲町）
イェェ～ 糸　原　輝　幸（奥出雲町）
タイ舞踊 若　月　康　男（奥出雲町）
敦煌にて 和　泉　一　朗（奥出雲町）
青い月 荒　木　義　人（奥出雲町）
飛砂 山　根　　　猛（奥出雲町） 特選

桜の下で 糸　原　詩　郎（奥出雲町） 特選

たそがれの少女 楫ヶ瀬　　　進（雲南市） 特選

闘魂 加　藤　哲　夫（奥出雲町）
いにしえの会津西街道 安　部　　　勲（奥出雲町）
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題　　　　名 氏　　名 備　　考
北の大地に夏が来た 勝　部　　　正（奥出雲町）
山の恵み 西　澤　由　英（奥出雲町）
月夜の祭り 石　倉　太　介（出雲市）
静寂の刻 芝　原　本　修（松江市）

○移 艶やかな女 桑　原　達　也（安来市） 奨励賞

祇園祭 吉　村　　　修（安来市）
夏の思い出 福　田　一　壽（安来市）
家族 細　田　恵　子（出雲市）
ある日の午後 宮　﨑　文　恵（松江市） 特選

ターミナル 石　倉　貞　昭（松江市）
祭りの少年 庄　司　成　雄（松江市）
早暁 福　島　一　夫（出雲市）

○移 帰りはマリン大橋ね。 堀　江　利　加（浜田市）
○移 清眼の龍 福　原　純　孝（益田市）
○移 虫さん！みーつけた！！ 伊　藤　功　二（益田市）
早春 岸　本　正　信（松江市）
馬入れ神事 福　寄　冨久江（松江市）
ねむり佛 藤　原　あや子（松江市） 特選

節分祭 黒　川　恵美子（松江市）
○移 虚空の閃光 金　崎　　　操（出雲市） 優秀賞

少女 金　築　　　哲（出雲市）
○移 夏休み 岩　佐　卓　美（鳥取県） 奨励賞

神幸の日 品　川　清　一（出雲市） 特選

悠久の刻 橋　本　英　治（出雲市）
幸運を摑む 藤　井　千　富（出雲市）

○移 無邪気な水遊び 勝　部　美智夫（出雲市） 優秀賞

やん茶なまご娘 坂　本　清　美（雲南市）
飛翔 中　島　　　哲（松江市）
父子 石　川　陽　子（松江市）
暮色 春　日　通　男（出雲市）
獅子舞 田　村　啓　子（松江市）

○移 希望の光 若　槻　愛二郎（雲南市） 奨励賞

きらめき 谷　口　光　芳（出雲市）
ダンサー 立　花　伸　一（雲南市）
夏の日 山　田　　　勉（出雲市） 特選

暮色 井上ジュンペイ（松江市）
影 原　　　正　治（松江市）
雨上る 森　脇　勇　吉（安来市）
雲間のひととき 徳　島　義　孝（雲南市）
祭日 田　中　純　子（松江市） 特選

僕のもの 岩　谷　順　子（松江市） 特選

○移 光の造形 西　尾　　　透（出雲市） 奨励賞

○移 里山の秋 岡　本　和　久（松江市） 奨励賞
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題　　　　名 氏　　名 備　　考
黄昏の少年 本　田　研　治（出雲市）
霧の日 田　中　康　治（松江市）
静 武　田　　　清（雲南市）
宝弓の大儀 坂　田　耕　男（雲南市）

○移 寒行 坂　本　新　次（出雲市） 奨励賞

調べ 須　谷　厚　子（出雲市）
天に上る 遠　藤　　　勉（安来市） 特選

旅の思い出 卜　蔵　　　透（安来市）
課外授業 福　田　秀　夫（安来市）
黄昏時 田　中　博　義（安来市）
さりゆく秋 門　脇　玄一郎（安来市）
松江夜曲 高　橋　真知子（松江市）
負けるもんか～！ 渡　部　あきえ（松江市）
姉妹 原　　　浩　二（松江市） 特選

祭り日 藤　江　武　志（松江市）
突然の雪ずり 渡　辺　悦　男（松江市）
ホリデー 権　田　　　宏（松江市）
あの頃 山　根　眞　造（松江市） 特選

笑うイルカ 原　瀬　美　規（安来市）
祭りの頭領 土　井　富　雄（松江市）

○移 虫送り神事 焼　杉　正　明（江津市）
陽光 吉　田　豊　美（出雲市）
時空の彼方へ 石　飛　桂　子（出雲市）
無想 山　田　恭　敬（出雲市） 特選

祭り支度 木　村　克　己（出雲市）
白い影 尾　原　和　憲（安来市）
ルーム 内　藤　章　江（松江市）
デザート 森　脇　孝　公（松江市）
街角 安　田　朝　行（松江市）
ブラックシティ 平　塚　健　藏（松江市）
航空ショー 武　田　節　朗（松江市）
空の波 川　島　岩　雄（松江市）
祭りの男 星　野　純　子（松江市）
こっちだよー 岩　城　篤　明（松江市）
帰巣 赤　坂　俊　一（安来市）
ひがん花寸景 原　　　喜　弘（雲南市）
虹色の糸 磯　田　律　子（松江市）
暮れゆく好日 西　上　一　義（松江市） 特選

神事 高　橋　幸　夫（松江市）
冬晴れ 小　室　富　雄（松江市）
勝ったぞ 奥　村　　　茂（隠岐の島町）
いざ山祭りへ 高　橋　洋　雄（隠岐の島町）

○移 冬ごもり 木　下　時　雄（隠岐の島町） 奨励賞
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題　　　　名 氏　　名 備　　考
私、負けないわ！！ 岡　田　文　夫（隠岐の島町）
健やかに 上　野　卯之松（隠岐の島町）
裸とんど 高　梨　文　博（隠岐の島町）
夕暮れのひととき 井　上　恵美子（隠岐の島町）
一雫 白　鹿　　　司（松江市）
神雪に包まれて 中　川　日出夫（松江市） 特選

夢心地 山　下　壮　一（出雲市）
若さ弾けて 高　橋　美和子（松江市）
健やかに育ってね 田　中　郁　子（隠岐の島町）
夫婦でバンザイ 鶴　島　里　子（松江市）
恋の季節 竹　内　　　功（出雲市） 特選

嫁ケ島情話 迫　　　光　徳（松江市）
びっくりぽん 福　間　美代子（雲南市）
日々 古　浦　昌　之（松江市） 特選

○移 斜光 遠　藤　知　己（松江市） 奨励賞

桜日和 植　田　　　勝（松江市）
初冬 松　浦　弘　道（松江市）
大師の朝膳 佐々木　智　範（松江市）
草引き 金　田　範　由（松江市）

○移 作務 長　瀬　　　祐（松江市） 優秀賞

童子 山　根　章　道（松江市）
秋の宵 曽　田　敦　子（松江市）
船小屋の冬 秦　　　憲　良（松江市）
熊野古道 花　谷　　　勉（安来市）
熱い夜 正　木　哲　雄（松江市）

○移 幸福祈願 牧　原　丈　夫（松江市） 奨励賞

仄仄 佐々木　一　明（雲南市）
神域 太　田　　　勤（松江市）
ジャンボ　シャボ 桑　原　　　勇（奥出雲町）
湖畔風景 今　岡　幸　夫（松江市）
神域 島　本　睦　男（松江市）
出漁 松　岡　治　恵（松江市）
宍道湖モンスター 下　川　隆　直（松江市）
民芸 小　谷　千代子（松江市）
清流 田　中　　　修（隠岐の島町）

○移 菊尽くし 寺　澤　富美恵（益田市） 特選

○移 鷺舞 大　畑　秀　人（益田市）
○移 幽玄秋色 西　坂　千　春（益田市） 奨励賞

夢で見た旅 吉　田　和　正（松江市）
束の間の休息 吉　田　智　恵（松江市） 特選

朝のきらめき 伊　東　久　男（松江市）
○移 春が来た 坂　根　昭　一（大田市）
○移 米大統領来広8.06平和への祈り 山　崎　三　仁（大田市）
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題　　　　名 氏　　名 備　　考
○移 先輩 松　田　　　桂（大田市）
○移 夜光 橘　　　重　孝（大田市）
○移 航空ショー 尾　崎　美　智（浜田市）
紅の夜明け 宮　川　克　吉（松江市）

○移 花田植 岡　本　和　幸（浜田市）
対峙 藤　江　真知子（出雲市）
朝未 森　脇　久　雄（松江市）
静寂 神　門　　　勉（出雲市）
一人の旅 岡　　　寛　志（出雲市） 特選

花あかり 長谷川　公　子（安来市）
○移 まつりの日 岩　田　　　毅（大田市）
不思議な旅 石　飛　克　己（雲南市）
静寂 堀　　　幸　枝（松江市）
片隅の住人 加　田　弘　道（松江市）
彷徨う 米　田　直　之（安来市）
出雲の朝 藤　原　博　文（松江市）

招　待
題　　　　名 氏　　名 備　　考

少女たち 松　本　　　正（松江市）
○移 誓い 根　宜　康　広（大田市）
神域 仲　佐　勝　己（安来市）
慕情 菅　野　　　紘（松江市）
凝視 新　田　俊　之（出雲市）

○移 祝日 黒　川　政　治（松江市）
出番前 青　戸　　　繁（松江市）

○移 威嚇 藤　原　靜　雄（雲南市）
祭りの子 波　積　　　薫（松江市）
暮色 出　川　正　廣（松江市）

○移 ライダー 岡　　　幸　美（出雲市）
祭りの少女 武　部　 　子（松江市）

○移 少年 桂　川　　　亮（松江市）
秋天 浜　田　周　作（松江市）

○移 祈りへの道 吉　﨑　佳　慶（益田市）
厳冬 高　橋　範　行（松江市）

○移 ベニスの商人 川　本　貢　功（松江市）
蓮華 佐々木　　　聡（出雲市）

○移 丈競べ 小　林　茂　雄（江津市）
○移 夜明け 尾　崎　　　剛（浜田市）
群飛 湯　淺　　　明（出雲市）

○移 黄昏の釣人 井　上　健　治（浜田市）



27写　真

題　　　　名 氏　　名 備　　考
○移 花田植 竹　本　晴　男（浜田市）
カワセミ 森　山　　　徹（松江市）
匠 渡　部　久　由（奥出雲町）
屋久杉・春 藤　原　美枝子（奥出雲町）
アッ　ペリウス流れた！ 田　中　利　博（奥出雲町）

○移 七夕の子 三加茂　幸　子（出雲市）
ポーズ 枡　田　一　男（松江市）
鷺 藤　江　松　男（出雲市）

○移 河下獅子舞 荒　木　諭　吉（出雲市）
竜神 佐　野　弘　義（出雲市）
夕日の神事 森　山　豊　治（出雲市）
わが家 高　野　孝　治（松江市）

○移 秋の水面 足　立　修　吉（松江市）
雄飛 井　上　　　豪（松江市）
猿　炎上！ 酒　井　重　礼（松江市）
昇　殿の道 岡　　　一　夫（松江市）
闇の行脚 三　次　巧　侑（出雲市）
群舞 渡　辺　正　史（松江市）
春の陽 石　飛　　　孝（安来市）

○移 鉄道村の人気者 品　川　　　功（大田市）
SHINBASIの朝 大　下　浩　昭（松江市）
星空観察会の夜 前　田　　　健（隠岐の島町）
寂寞の時間 宮　廻　親　基（松江市）

○移 天日干し 江　川　安　夫（浜田市）
○移 波打ち私景 松　谷　敏　秀（浜田市）


